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(百万円未満切捨て)

１．平成31年2月期第2四半期の連結業績（平成30年3月1日～平成30年8月31日）
（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年2月期第2四半期 155,838 △2.1 3,449 1.0 4,138 △1.2 2,030 △11.2

30年2月期第2四半期 159,334 △0.1 3,412 △2.0 4,190 12.3 2,286 7.7

(注) 包括利益 31年2月期第2四半期 1,108百万円 ( △72.3％) 30年2月期第2四半期 4,016百万円 (131.9％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

31年2月期第2四半期 53 11 －

30年2月期第2四半期 64 83 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

31年2月期第2四半期 165,838 85,082 51.1

30年2月期 160,362 84,357 52.4

(参考) 自己資本 31年2月期第2四半期 84,865百万円 30年2月期 84,147百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年2月期 － 10 00 － 10 00 20 00

31年2月期 － 10 00

31年2月期(予想) － 10 00 20 00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

平成30年2月期の中間配当及び期末配当には、それぞれ記念配当が2円50銭(年間5円)含まれています。

３．平成31年2月期の連結業績予想（平成30年3月1日～平成31年2月28日）
(％表示は、対前期増減率)

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 322,000 1.6 8,600 18.8 10,500 17.4 6,100 8.8 159 56

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

　 新規 ―社 ( ) 、除外 ―社 ( )

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 31年2月期2Ｑ 38,291,560株 30年2月期 38,291,560株

② 期末自己株式数 31年2月期2Ｑ 63,184株 30年2月期 63,137株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年2月期2Ｑ 38,228,406株 30年2月期２Ｑ 35,270,808株

(注) 期末自己株式数には、「役員向け株式交付信託」の信託財産として日本トラスティ・サービス信託銀行株式

会社(信託口)が保有する当社株式(31年2月期2Ｑ 40,000株、30年2月期 40,000株)が含まれています。

また、日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社(信託口)が保有する当社株式を、期中平均株式数の計算

において控除する自己株式に含めています。(31年2月期2Ｑ 40,000株、30年2月期2Ｑ 6,956株)。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です。

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の

前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信(添付資料)５ページ

「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間(平成30年３月１日～平成30年８月31日)におけるわが国の経済は、好調な企業業績に

支えられ設備投資の増加、雇用・所得環境の改善などにより、景気は堅調に推移しています。しかし個人消費は、

国内外における政治・経済情勢の変動による影響などに加え、実質賃金の伸び悩みや物価の上昇などにより根強い

節約志向が定着しており、先行き不透明な状況となっています。小売業界におきましては、業種・業態を越えた競

争の激化や高齢化・人口減少によるマーケットの縮小、物流や建築資材をはじめとした各種コストの上昇および採

用難による人手不足などにより、依然として厳しい経営環境にあります。

このような環境のなかで、当社グループ(当社及び連結子会社)は、経営ビジョン「中四国くらし密着ドミナント

(※)」のもと、地域の豊かなくらしづくりと地域社会の発展に貢献できる企業集団を目指し、各社の有する経営資

源を最大限に活用し、地域のお客様のくらしに密着した店舗および事業の構築を推進しています。(※ドミナン

ト・・・一定の地域において、占有率を高め同業他社と比較して優位性を確保する戦略))

また当社は、普遍的に目指していく姿を表した企業スローガン「この街に、あってよかった。」を策定するとと

もに、ロゴマーク、行動指針を刷新し、より強固な組織づくりとブランド価値向上に取り組んでいます。行動指針

を「まじめに、たのしく、あたらしく。」とし、従業員一人ひとりが、お客様視点・地域視点で考え、行動するこ

とで、お客様にご満足いただける店頭づくりに努めています。

さらに、新中期経営計画（平成30〜32年度）『「未来に向かってのあくなきチャレンジ」～成長のための企業文

化・人材・利益体質づくり～』を策定しました。あらゆる課題を前向きに捉え、未来に向けてチャレンジし続ける

企業文化を構築するとともに、既存事業の方向性を明確にし、安定的かつ着実な収益の拡大および財務体質の強化

を図ることで、地域のお客様から圧倒的な支持を得ることを目指しています。

一方、西日本の広い範囲で甚大な被害が発生した「平成30年７月豪雨災害」は、当社グループの営業エリアでも

多くの被害をもたらしました。当社グループでは、地域のライフラインとしての役割を果たすべく、可能な限り通

常営業を続けるとともに、さまざまな復興支援を行っています。しかしながら、直接的な被害だけでなく交通網の

寸断や風評被害による観光客の減少、自粛ムードの広がりや消費マインド悪化による買い控えなどの間接的な要因

もあり、当該経営成績に影響がありました。

これらの結果、当第２四半期連結累計期間の営業収益は1,558億38百万円(前年同期比2.1％減)となりました。営

業利益は34億49百万円(前年同期比1.0％増)、経常利益は41億38百万円(前年同期比1.2％減)、親会社株主に帰属す

る四半期純利益は20億30百万円(前年同期比11.2％減)となりました。

　

(連結業績) (単位：百万円)

平成30年２月期第２四半期 平成31年２月期第２四半期

前年同期比 前年同期比

営業収益 159,334 0.1％減 155,838 2.1％減

営業利益 3,412 2.0％減 3,449 1.0％増

経常利益 4,190 12.3％増 4,138 1.2％減

親会社株主に帰属
する四半期純利益

2,286 7.7％増 2,030 11.2％減
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セグメント別の状況は、次のとおりです。

【小売事業】

総合小売業では、平成30年度を、創業50周年を経て新たなる一歩を踏み出す再出発の年と位置付け、新しい行動

指針でもある『「まじめに、たのしく、あたらしく。」～お客様満足の実現と社員満足度の向上～』を経営方針テ

ーマとして掲げ、『新行動指針の定着』『事業構造の見直しと営業利益の拡大』『強固な経営基盤づくり』を方針

として、お客様視点・地域視点を大切にする企業文化にさらなる磨きをかけるため、各種施策に取り組んでいま

す。また、新スローガンを実現するための方策のひとつとして「この街に、あってよかった。プロジェクト」を立

ち上げ、お客様に喜んでいただけるイベントをはじめ、環境保全や食育、健康、防災などをテーマに地域のくらし

に密着した取り組みを推進しています。

店舗では、既存店の活性化策として、３月にフジグラン高知（高知県高知市)、フジグラン岩国（山口県岩国

市）、フジグラン三原(広島県三原市)、７月にフジグラン山口（山口県山口市）の改装を実施、また、５月にフ

ジ・ＺＹ三入店（広島市安佐北区）をディスカウントストアからスーパーマーケットに業態変更し、ドラッグスト

アの誘致など機能強化を行い、フジ三入店としてリニューアルしました。株式会社フジマート四国が運営する「ス

ーパーＡＢＣ」においては、７月にスーパーＡＢＣ上一万店（愛媛県松山市）を建替え新設しました。また、収益

基盤の安定化を図るとともに、より機動的に建物の増改築等ができるよう、３月にエミフルＭＡＳＡＫＩ（愛媛県

伊予郡松前町）の信託受益権を取得しました。

中核事業として位置付けるスーパーマーケット事業では、生鮮部門、デリカ部門およびベーカリー部門において

即食・中食需要への対応強化や、産地・製法などにこだわり、競合他店との差別化を図っています。また加工食品

部門では、購入頻度の高い一般食品や日用品においてプライベートブランド「スタイルワン」を含む合計５００品

目の値下げを実施しました。値下げ品目を拡大してさらなる安さの追求に取り組み、お客様の支持率向上を目指し

ています。

衣料・住関連事業では、店舗特性に応じたライフスタイル提案を行うため、独自性のある商品の開発や地域密着

商品の充実を推進しながら、売場の適正規模化を図り、収益性の改善に努めています。

ノンストアリテイル事業では、移動スーパー「おまかせくん」のサービスを新たに愛媛県八幡浜市で開始し、愛

媛県南予地区での巡回エリアを拡大しました。これにより、拠点店舗は愛媛県中予地区に６店舗、南予地区に２店

舗となりました。今後もより多くのお客様のお買い物をサポートすることで、地域に密着した事業としての確立を

目指していきます。また、フジネットショップでは中国・四国の特産品などの取り扱いを拡大して独自性を高める

ことで、売上高の拡大を図っています。

ＤＶＤ・ＣＤ・書籍の小売及びレンタル業では、お客様にとって魅力あるライフスタイル提案を行うため、商品

構成の見直しや売場レイアウトの変更に継続的に取り組んでいます。４月には、ＴＳＵＴＡＹＡ東広島店（広島県

東広島市）を改装し、品揃えの充実を図るとともに幅広い世代のお客様に楽しんでいただける店舗づくりを行いま

した。

これらの施策に取り組みましたが、客数の減少による売上高の伸び悩みに加え、「平成30年７月豪雨災害」の影

響もあり、小売事業の営業収益は1,526億53百万円(前年同期比2.0％減)となりました。
　
【小売周辺事業】

食品製造・加工販売業では、買いやすく選びやすい売場改革、魅力ある商品開発、品質管理の徹底を行うこと

で、販売力と収益力の向上を目指しています。単身世帯や共働き世帯の増加などを背景に需要が高まっている「手

軽さ」「時短」の追求、健康志向への対応、看板商品のさらなる育成などを通じて、ブランドの確立を図っていま

す。

飲食業では、お客様の期待に十分にお応えできるよう、ＱＳＣ（クオリティ・サービス・クリンリネス）のレベ

ルアップおよび新メニューの開発力向上に取り組んでいます。６月には、天丼てんや古川店（愛媛県松山市）を出

店、既存店においては、３月にじゃんじゃか葛島店（高知県高知市）を改装し、客席の増設、安全性・衛生面の改

善などを行うことで、快適性の向上を図りました。また経営効率を高めるため、１店舗を閉店しました。しかし、

「平成30年７月豪雨災害」では広島県の呉市や安芸郡坂町の店舗において一時的に営業休止となるなど、業績に大

きな影響を及ぼしました。
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金融・保険サービス業では、エフカの利用拡大に向けた取り組みを継続的に推進しており、３月からグループ会

社のレデイ薬局全店で、さらに８月からは株式会社ツルハグループドラッグ＆ファーマシー西日本が展開するドラ

ッグストア「ウォンツ」全店にて「エフカマネー」の取り扱いを開始しました。また、経営効率を高めるため、保

険ショップを１店舗閉店しました。

総合フィットネスクラブ事業では、会員様の心身の健康づくりと充実した生活をサポートするため、「安心・快

適・楽しさ・ふれあい」という基本的価値を軸に、事業領域の拡大と新業態の開発に取り組んでいます。４月のフ

ィッタ松山店（愛媛県松山市）の改装のほか、５店舗においてマシンの入れ替えや新規プログラムの導入を行いま

した。さらにフィッタ初のジムスタジオ型店舗（愛媛県松山市）オープンに向けて新築工事を着工しています。

これらの結果、小売周辺事業の営業収益は175億97百万円(前年同期比0.08％減)となりました。

【その他】

総合ビルメンテナンス業では、「安全・安心・快適・便利」の提供と追求を目指し、総合管理体制の確立、お客

様が安全・安心を体感できる保安業務の推進に取り組み、事業規模の拡大を図っています。

一般旅行業では、価値の創造と収益の拡大を目指して、営業力の強化や変化に対応できる人材の育成、地域のお

客様に支持される商品づくりに取り組んでいます。株式会社ＪＴＢとの連携においては、中四国エリアにおいて競

争優位に立つための店舗ネットワークの再編を推進するとともに、ＪＴＢの仕入力を最大限に活用した付加価値の

高い商品の開発を図っています。しかし、「平成30年７月豪雨災害」において西日本エリアを発着とする旅行等に

キャンセルが相次ぐなど、業績に大きな影響を及ぼしました。

これらの結果、その他事業の営業収益は47億16百万円(前年同期比10.2％減)となりました。

（注） セグメント別の営業収益には、売上高及び営業収入を含め、セグメント間の取引も含めています。また、記

載金額には消費税を含めていません。

（２）財政状態に関する説明

(資産、負債及び純資産の状況)

当第２四半期連結会計期間末における資産の残高は、建物が79億91百万円増加し、一方で差入保証金が15億42百

万円減少したことなどにより1,658億38百万円となり、前連結会計年度末と比較し54億76百万円増加しました。

負債の残高は、支払手形及び買掛金が31億61百万円、長期借入金が32億49百万円増加し、一方で、短期借入金が

８億82百万円減少したことなどにより807億55百万円となり、前連結会計年度末と比較し47億51百万円増加しまし

た。

純資産の残高は、850億82百万円となり、前連結会計年度末と比較し７億24百万円増加しました。

(キャッシュ・フローの状況)

当第２四半期連結累計期間における「営業活動によるキャッシュ・フロー」につきましては、税金等調整前四半

期純利益29億96百万円に含まれる非資金損益項目の減価償却費28億29百万円、減損損失10億14百万円等の調整と、

増加要因として、仕入債務の増減額31億61百万円等により、98億34百万円の収入(前年同期は89億77百万円の収入)

となりました。

「投資活動によるキャッシュ・フロー」につきましては、有形及び無形固定資産の取得(設備関係支払手形決済

等を含む)による支出が150億36百万円あったことなどにより124億78百万円の支出(前年同期は25億75百万円の支

出)となりました。

「財務活動によるキャッシュ・フロー」につきましては、長期借入れによる収入が70億円、一方で長期借入金の

返済による支出が42億33百万円あったことなどにより18億69百万円の収入(前年同期は56億47百万円の支出)となり

ました。

以上の結果、現金及び現金同等物の当第２四半期連結会計期間末残高は81億56百万円となり、期首から７億74百

万円減少いたしました。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期業績予想につきましては、平成30年４月９日に発表したとおり変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成30年２月28日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,930 8,156

受取手形及び売掛金 1,679 1,825

営業貸付金 668 601

商品 10,877 10,592

その他 2,727 3,102

貸倒引当金 △146 △150

流動資産合計 24,736 24,128

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 45,566 53,557

土地 35,155 35,986

その他（純額） 7,319 8,658

有形固定資産合計 88,041 98,202

無形固定資産 5,618 5,963

投資その他の資産

投資有価証券 19,874 18,730

差入保証金 11,242 9,700

建設協力金 5,838 4,394

その他 5,012 4,720

貸倒引当金 △2 △2

投資その他の資産合計 41,965 37,544

固定資産合計 135,625 141,710

資産合計 160,362 165,838
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成30年２月28日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年８月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 17,231 20,392

短期借入金 7,742 6,860

未払法人税等 1,480 1,125

賞与引当金 889 1,156

商品券回収損引当金 118 116

その他 11,631 11,722

流動負債合計 39,094 41,374

固定負債

長期借入金 15,010 18,260

役員退職慰労引当金 77 83

役員株式給付引当金 37 64

退職給付に係る負債 1,933 1,855

利息返還損失引当金 846 788

投資等損失引当金 573 38

長期預り保証金 9,877 9,621

資産除去債務 3,331 4,008

その他 5,222 4,659

固定負債合計 36,910 39,381

負債合計 76,004 80,755

純資産の部

株主資本

資本金 19,407 19,407

資本剰余金 19,747 19,747

利益剰余金 38,136 39,784

自己株式 △151 △151

株主資本合計 77,140 78,788

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 6,451 5,477

退職給付に係る調整累計額 555 599

その他の包括利益累計額合計 7,006 6,077

非支配株主持分 210 217

純資産合計 84,357 85,082

負債純資産合計 160,362 165,838
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年３月１日
　至 平成29年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年３月１日
　至 平成30年８月31日)

売上高 150,186 147,034

売上原価 114,890 112,187

売上総利益 35,296 34,846

営業収入

不動産賃貸収入 3,062 2,871

その他の営業収入 6,084 5,932

営業収入合計 9,147 8,803

営業総利益 44,444 43,650

販売費及び一般管理費 41,031 40,201

営業利益 3,412 3,449

営業外収益

受取利息 85 58

受取配当金 126 156

持分法による投資利益 495 364

未請求ポイント券受入額 58 50

その他 261 269

営業外収益合計 1,028 899

営業外費用

支払利息 173 125

商品券回収損引当金繰入額 27 25

その他 49 59

営業外費用合計 250 210

経常利益 4,190 4,138

特別利益

固定資産売却益 9 -

特別利益合計 9 -

特別損失

固定資産除売却損 230 126

減損損失 615 1,014

投資有価証券評価損 2 0

店舗解約損失 0 -

特別損失合計 849 1,141

税金等調整前四半期純利益 3,351 2,996

法人税等 1,042 958

四半期純利益 2,308 2,038

非支配株主に帰属する四半期純利益 21 7

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,286 2,030
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年３月１日
　至 平成29年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年３月１日
　至 平成30年８月31日)

四半期純利益 2,308 2,038

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,586 △972

退職給付に係る調整額 64 37

持分法適用会社に対する持分相当額 57 5

その他の包括利益合計 1,707 △929

四半期包括利益 4,016 1,108

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,994 1,100

非支配株主に係る四半期包括利益 21 7
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年３月１日
　至 平成29年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年３月１日
　至 平成30年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 3,351 2,996

減価償却費 2,773 2,829

減損損失 615 1,014

のれん償却額 26 14

貸倒引当金の増減額（△は減少） △10 3

その他の引当金の増減額（△は減少） △142 236

受取利息及び受取配当金 △212 △214

支払利息 173 125

持分法による投資損益（△は益） △495 △364

補助金収入 △94 △99

固定資産除売却損益（△は益） 220 126

店舗解約損失 0 -

売上債権の増減額（△は増加） △265 △146

たな卸資産の増減額（△は増加） 682 284

仕入債務の増減額（△は減少） 2,098 3,161

その他 1,212 1,079

小計 9,933 11,048

利息及び配当金の受取額 247 287

利息の支払額 △167 △120

補助金の受取額 136 155

店舗解約に伴う違約金の支払額 △0 -

法人税等の支払額 △1,172 △1,536

営業活動によるキャッシュ・フロー 8,977 9,834

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △2 △1

貸付けによる支出 △49 △12

貸付金の回収による収入 36 21

長期前払費用に係る支出 △25 △251

その他の投資に係る支出 △84 △103

その他の投資に係る収入 184 2,877

有形及び無形固定資産の取得による支出 △2,739 △15,036

有形固定資産の売却による収入 103 27

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,575 △12,478

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △630 △400

長期借入れによる収入 - 7,000

長期借入金の返済による支出 △4,527 △4,233

自己株式の取得による支出 △108 △0

配当金の支払額 △264 △382

その他 △115 △114

財務活動によるキャッシュ・フロー △5,647 1,869

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 754 △774

現金及び現金同等物の期首残高 8,081 8,930

現金及び現金同等物の四半期末残高 8,835 8,156
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　 税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純

利益に当該見積実効税率を乗じて計算しています。

（追加情報）

役員向け株式交付信託

当社は、平成29年５月18日開催の第50回定時株主総会決議に基づき、平成29年７月10日より、当社取締役(社

外取締役及び非常勤取締役を除く。)及び監査役(非常勤監査役を除く。)(以下「取締役等」という。)に対する

株式報酬制度(以下「本制度」という。)を導入しています。

　

(1) 取引の概要

本制度は、当社が金銭を拠出することにより設定する信託が当社株式を取得し、当社が各取締役等に付与する

ポイントの数に相当する数の当社株式が信託を通じて各取締役等に対して交付されるという、株式報酬制度で

す。また、取締役等が当社株式の交付を受ける時期は、原則として取締役等の退任時です。なお、当初設定する

本制度の対象期間は、平成30年２月末日で終了する事業年度から平成31年２月末日で終了する事業年度までの２

年間です。

　

(2) 信託に残存する自社の株式

信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額(付随費用の金額を除く。)により、純資産の部に自己株式

として計上しています。前連結会計年度末の当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、108百万円、40,000株で

す。また、当第２四半期連結会計期間末の当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、108百万円、40,000株です。
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